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１．研究計画の概要 

インドネシアでの超伝導重力計（SG: 
Superconducting Gravimeter）観測は、我々
のグループによって、1997 年以降、バンド
ンの火山調査所構内で実施されてきた。これ
は、低緯度の赤道域における唯一のＳＧ観測
点として、GGP(Global Geodynamic Project)
などで、国際的にも高い評価を得ていたが、
2004 年 3 月の集中豪雨ため、同観測点が水
没し復旧不可能な状態に陥った。 
 このような状況で、本研究は、既存の SG の
冷凍機システム等の改良で、低コストで保守
性の優れた SG システムを構築し、インドネ
シアでの SG 観測を再開・連続観測を実施し
「赤道域から地球を覗く」ことで、未解決で
あった地球自由振動帯域での観測・解析、長
周期潮汐の解析、大気活動や海洋変動に伴う
重力変化や、テクトニクスと関連した経年的
な重力変化の検出などの課題に取り組むこ
とを目的とした。 
 具体的な研究計画としては、2007 年度に
SG システムの改良、国内でのテスト観測を
実施し、2008 年度にインドネシア・チビノ
ンの BAKOSURTANAL (インドネシア国立測量及
び地図調整機構)内での観測開始し、その後、
データの蓄積をはかることで、以下のような
課題の解明を目指している。 
(1)Global Geodynamics Project (GGP)観測
網と連携し、M8 クラスの地震による地球自
由振動解析から地球自由振動振幅の地域的
異方性を定量的明らかにすること。 
(2)精密な潮汐解析により赤道域での潮汐定
数を決定するとともに、海洋潮汐モデルの検
証を行うこと。 
(3)衛星重力データの応用・検証研究も視野に

入れ、長期の経年的重力変化として、赤道域
特有の地球表層流体（大気・海洋・陸水）の
変動による重力変化を捉えること。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究では国内で使用されなくなってい

たＳＧを修復し使用したが、初年度の国内で
の テ ス ト は 順 調 に 進 み 、 ま た 、
BAKOSURTANAL での重力計室新設施工が
若干遅れたため次年度の移設時期がやや遅
れたものの、2008 年 11 月には、ほぼ予定ど
おり観測を開始することができた。その後、
集録システムの不具合のためやや欠測が多
いものの、システムの改良を実施しながら、
約 1年間のデータが取得されている。さらに、
2008 年 3 月からは観測点近傍での地下水位
観測を開始し、また、7 月には降雨の観測も
開始することで、長期の経年的重力変化の研
究も可能な環境が整いつつあった。 

しかしながら、2009 年 9 月に、現地で生
じた停電のため冷凍機が長期間停止し、機器
の運転に必要な液体ヘリウムが全て蒸発し、
超伝導重力計が機能しない状態に陥った。超
伝導重力計では、一旦、機器が室温の状態に
戻ると、再度、観測を開始するためには多く
の作業工程が必要である。さらに、観測室の
停電対策ならびに異常時の監視体制が整わ
ない限り、観測を再開したとしても、再度同
様の事態が生じる恐れがあることから、2009
年度中の観測再開は断念せざるを得なかっ
た。現在、BAKOSURTANAL では、2010 年度の
早い時期の際立ち上げに向け、重力計室用の
無停電装置ならびに自家発電装置、またイン
ターネットによるモニター装置の準備を進
めている。 
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以上の理由で、インドネシアでの SG 観測
再開までは、ほぼ順調に推移したものの、残
念ながらまだ巨大地震発生時の良好なデー
タの取得には至っておらず、自由振動の解析
で新たな結果を得ることは出来ていないが、
これまでに取得された約 1年間のデータを用
い、現在、精密な潮汐定数の決定、海洋潮汐
モデルの検証、地下水変動と重力変化の関係
などの解析を進めており、論文投稿準備中で
ある。 
 
３．現在までの達成度 
「③やや遅れている」 
 上述のとおり、停電によるトラブルにより、
約１年近くの観測中断が生じるていること
から、達成度としては、やや遅れていると言
わざるを得ない。特に、2010 年 2 月のチリ
地震は Mw8.8 の巨大地震であったことを考
えるとこの地震のデータが取得できなかっ
たことは大変残念なことである。しかしなが
ら、インドネシアでの超伝導重力計観測その
ものの再開は果たせており、約 1 年程度の比
較的良好なデータの取得には成功している。
このデータは精密重力測定にも十分耐えう
るものであり、また、地下水位変動データや
降雨データの取得も順調である。さらに、SG
観測再開に向けた準備も順調に進んでいる
ことから、総合的に上記の評価とする。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在、BAKOSURTANAL と緊密な連絡を取りな
がら、観測再開に向けた準備中である。現地
での室温からの立ち上げとなること、また、
インドネシアでは、液体ヘリウムの入手はシ
ンガポールからの輸入となるため、1 か月前
の予約が必要なことなどから、安全のため、
作業を 2 つに分け、まず、6 月上旬に装置の
真空引きならびに液体窒素での予冷を行い、
装置に異常がないことを確認した後、液体ヘ
リウムの発注を行い、7 月上旬～中旬に液体
ヘリウムによる冷却と最終調整、観測再開を
行う予定である。その後、本研究期間を通し
て出来る限り長期の観測を実施するととも
に、1年間の欠測期間が生じていることから、
本研究終了後も、出来る限り長期間、観測の
継続を行い、データの蓄積に努める。 
 一方、これと並行して、取得データの解析
を実施し、長周期潮汐の精度向上、長周期の
重力変動成分の検出に努め、論文としてまと
める。また、良好な地震データが取得された
場合には、自由振動解析を実施し、地球自由
振動振幅の地域的異方性の研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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BAKOSURTANAL での超伝導重力計観測
室落成式の模様は、現地でテレビ報道された
ほ か 、 多 く の 新 聞 報 道 が な さ れ た 。
BAKOSURTANAL の Web サイト（下記）に
ニュースの情報が掲載されている。 

http://www.bakosurtanal.go.id/?m=30&v
iew=261 


